
 

観光文化委員会視察会実施要領 
 

１ 趣旨 

  かつて鉱山が隆盛を誇っていた頃の文化財や技術を活用し、地域の活性化を果たしつ

つある秋田県小坂町において、観光や環境産業がどのように寄与しているのか、また、

今後、エコ・タウン構想やエコ・ミュージアム構想を推進することにより、どのように

一層の活性化を果たすのか聞き取り、観光が地域活性化に果たす役割について探る。 

  あわせて、本年 6 月に同町で開催された「新日中友好 21 世紀委員会」に関する状況に

ついても聞き取り、コンベンション観光推進の方策についても調査する。 

  また、地域ブランドとして全国的な知名度を得た比内地鶏について、高い品質を確保

している飼育状況についても視察を行う。 
 

２ 主催 

  社団法人東北経済連合会 観光文化委員会 
 

３ 期日 

  １０月２３日（火） 
 

４ 目的地     ※ 詳細日程は別表のとおり 

 (1) 秋田こがね村（秋田県大館市） 

   比内地鶏を飼育・加工・販売を手掛ける秋田比内や㈱が設置している食堂・直売所

及び農場 

 (2) 小坂鉱山関連施設（秋田県小坂町） 

  ① 康楽館 

   ・ 明治 43 年創建の芝居小屋で、一時、閉鎖されたが、地元の熱意により改修工事

を経て昭和 61 年に復活し、常設公演（大衆演劇）や歌舞伎の上演を継続 

   ・ 修学旅行のコースとしても定着しているほか、見学のみも随時可能で個人・グ

ループへも対応 

   ・ 平成 14 年国重文に指定。年間入場者数 85 千人（H17） 

  ② 小坂鉱山事務所 

・ 明治 38 年に建設された「鉱山事務所」のオフィス。ルネッサンス風の外観をも

つ、豪壮華麗で建築的にも評価の高い洋館 

・ 平成 9 年まで現役の事務所として使用されていたが、あわや解体というところを

町が譲り受け現在地に移築、平成 13 年一般公開 

   ・ 平成 14 年に国重文に指定。年間入場者数 32 千人 
 

５ 募集人員 

  20 名程度（先着順） 
 

６ 参加費 

  2,500 円 

 

 



 

 

9:30   集合（盛岡駅西口バスターミナル） 

9:40  盛岡発 

   ((東北 Hw)) 

10:45  十和田 IC 

     

11:00  

   

秋田こがね村（農場）着 

〈視察〉 

11:30  秋田こがね村発 

   

11:40  

  

レストラン比内どり（道の駅ひない）着 

   〈昼食〉…きりたんぽ、刺身 

12:20  

   

13:00  

レストラン比内どり（道の駅ひない）発 

  

小坂町着 

   〈視察〉 

    ・康楽館 

   

   

   

 ・鉱山事務所 

 ・レクチャー、意見交換 

  

15:20  小坂町発 

   ((東北 Hw)) 

16:30  盛岡駅着 

    解散 

 


